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〈 校 訓 〉  〈生活指針〉

創 造 

敬 愛 

鍛 錬 

形 をつくり 

心 を入れて 

姿 となす

鹿児島県鹿屋市笠之原町２９０２番地 ☎０９９４－４４－８５４１ 

 

校長 祝 健二郎  

 

皆さんにとって 17日間の冬休みはどうでしたか。 

今日から３学期がスタートします。３学期は登校する日が最も少なく、１、２年生が 54日、３年

生は 48日になります。「１月は行く月、２月は逃げる月、３月は去る月」と言われますが、１年間

の締めくくりの学期として、そして令和６年度へつなぐ学期として大切な３ヶ月になります。 

そこで皆さんに考えてもらいたいことがあります。 

校内のある場所に「授業は命」という言葉が掲示してあります。 

皆さんは知っていますか。将来の自分の夢実現に向けて学びたいとの一心で集中して授業を受け

ている生徒の皆さんがいることを。 

皆さんは知っていますか。先生方が皆さんに分かりやすく教えるために事前に時間をかけて勉強

をして、授業をしていることを。 

皆さんは知っていますか。皆さんの保護者が授業参観で皆さんが頑張っている姿を見て、時折嬉

しそうな表情を見せることを。 

授業は、生徒の皆さんにとって、先生方にとって、保護者にとって大切な時間なのです。もちろ

ん、授業の主役も生徒の皆さんです。 

３学期は、１年生、２年生、３年生のすべての学年の皆さんが、それぞれの目標達成へ向けて授

業に集中する学級、学年、そして特に３年生の進路実現に向け集中できる学校全体の雰囲気づくり

に努めてほしいと思います。 

最後にお願いになります。 

いつも話していますが、学校の主役は生徒の皆さん一人一人です。そんな皆さんの存在を心の支

えとしている人がいることを、いつでも決して忘れないでください。皆さんは鹿屋東中にとって、

友達にとって、そして何より家族にとってかけがえのない存在であることを決して忘れないでくだ

さい。また、悩んだりした時は自分が話しやすい誰でもいいので相談してください。 

３学期を、令和５年度の有終の美として終えることができるよう頑張っていきましょう。 

おめでとうございます     ○数字は学年 

３学期を迎えるにあたって ～３学期始業式より～ 

【男子卓球部】 

大隅地区中学校新人卓球大会団体Ⅰ部 ３位 

上大田愛翔② 坪山蒼虎② 堀田康弘② 

西川楓馬② 姫木楓② 吉原崇司② 

【女子卓球部】 

第 66 回県中学新人卓球大会兼全国中学選抜卓球大会県予選 

女子団体Ⅰ部 優勝 

田尾花佳② 西尾乃愛① 川田原瑠奈① 

荷掛さや① 宮永ひより① 岩元琴音① 

上船真依① 篠原悠里② 

※全国大会（３月 群馬県）の出場権獲得 

女子団体Ⅱ部 ３位 

新崎心望② 園田真央② 篠田栞瑛里② 

川野紗也② 堀之内瑠莉②川田彩未② 

穗滿陽菜乃② 内田咲希② 

女子シングルス 優勝 田尾花佳② 

大隅地区中学新人卓球大会 

女子団体 優勝 

田尾花佳② 西尾乃愛① 川田原瑠奈① 

荷掛さや① 宮永ひより① 岩元琴音① 

女子団体 第３位 

上船真依① 篠原悠里② 園田真央② 

篠田栞瑛里② 川野紗也② 堀之内瑠莉② 

女子シングルス 優勝 田尾花佳② 

準優勝 西尾乃愛① ３位 荷掛さや① 

【美術部・美術科】 

令和５年度 鹿屋市人権ポスターコンクール 

特選 岩田華歩① 

令和５年度人権に関するポスターコンクール 

優秀賞  二川虹心① 

第 54回鹿屋市文化祭 絵画部門 

最優秀賞 野間口良香②  

優秀賞 白尾遥也③ 

入選 大園朱莉② 

岩下仁衣菜③ 

【男子ソフトテニス部】 

第 1回 SPORTS ADVANSカップ中学校ソフトテニス大会 

２年の部 優勝 

瀬戸口莉玖② 内田颯眞② 柿迫颯斗② 

別府良祐② 井手上遼太② 大柄根蓮斗② 

２年の部 ４位・５位トーナメント 優勝 

藤井叶稀② 竹ノ内皐② 有馬暖貴② 

園田兼脩② 

１年の部 優勝 

山口公輝① 勝田理斗① 増谷和真① 

竹ノ内飛翔① 水迫蒼偉① 清水凜弥① 

１年の部 第３位 

坂元雄生① 宮田悠聖① 岩元惺弥① 

廣川壮琉① 水町亮太① 

１年の部 ４位・５位トーナメント 優勝 

山岸優虎① 坂口晴音① 齊藤大翔① 

逢坂颯汰① 大隣悠馬① 田原琥珀① 

【女子ソフトテニス部】 

第 41回県中学校選抜ソフトテニス研修大会 

第３位：永田さち②（地区選抜選手として） 

【吹奏楽部】 

第 50回ソロコンテスト 金賞 

山口陽菜乃② 持田波音② 



１月中旬の私立・高専推薦入試を皮切りに、１月下旬に実施された県内外の私立高校入試、そして合

格発表と、ついに３年生の高校入試が本格的にスタートしました。多くの３年生にとっては人生で初め

て自分の進む道を自分で決める 15の春。３年生には自分の夢へとつながるこの機会を悔いなく、全力

を尽くしてほしいと願っています。 

それに先立ち、９日（火）の３学期始業式後に、生徒会の企画による「３年生を励ます会」が開かれ

ました。「３年生を励ます会」でプレゼントされた全校生徒から３年生への励ましのメッセージが書か

れた桜の木が今、図書室前に満開に咲き誇っています。 

これから公立高校推薦入試、高専一般入試、公立高校一般入試と続いていきますが、来たる春に３年

生全員が満開の桜を咲かすことができるよう全校で応援していきます。 

25日（木）に「令和６年度入学生 入学説明会」を開

催しました。 

昨年度までは新型コロナの影響もあり、各小学校での開

催でしたが、今年度は本校体育館に児童・保護者合わせて

700人以上が集まっての開催になりました。大勢の参加者

の中での開催になりましたが、４月以降の学校生活を想像

できるよい機会となったと思います。 

初めに、全児童・保護者に授業の様子や学校の施設を参

観してもらいました。わずかな時間で 700人以上を同時に

行いましたので十分に参観することはできなかったかもし

れませんが、鹿屋東中を直接感じていただく機会にはなっ

たと思います。 

その後の説明会の中で、生徒会の代表や校長先生、生徒

指導などの各係の職員が鹿屋東中での学校生活について説

明をしました。体育館に入場した当初は、普段の学校とは

違う環境と大勢の参加者に落ち着かない様子もあったよう

に見えましたが、説明会が始まるとともに真剣に話を聞く

様子が伺えました。 

各小学校の最高学年として、しっかりと小学校生活を締

めくくり、４月に立派な鹿屋東中生として再会できる日を

心から楽しみにしています。 

「令和５年度 福祉ボランティ

ア作文コンクール」で、本校１年

生の中武優希さんの「みんなが住

みやすい世界へ」という作文が中

学生の部 優秀賞を受賞し、先日

本校にて鹿屋市社会福祉協議会よ

り表彰されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １日（木） 教科部会 

 ５日（月） 職員会議 

教育相談（１、２年、～９日） 

 ７日（水）～９日（金） ３年学年末テスト 

８日（木） 教材選定委員会 

９日（金） １、２年テスト前部活動休止（～15日） 

１０日（土） 土曜授業 

       避難訓練②③（津波、アルファ米） 

       キャプテン会議、部活動休養日 

１１日（日） 建国記念の日 

１２日（祝） 振替休日 

１３日（火） ３年学年・学級ＰＴＡ 

       学年部会（１、２年） 

１４日（水）～１６日（金） １、２年学年末テスト 

       キャプテン会議、部活動休養日 

１９日（月） 職員会議、職員研修 

２０日（火） 第３回学校運営協議会 

２１日（水） １、２年授業参観、学年・学級ＰＴＡ 

２２日（木） 代議員会、学校専門委員会 

校内安全衛生委員会 

２３日（祝） 天皇誕生日 

２６日（月） 学力向上委員会、教科部会 

２９日（木） １年戦跡巡り 

       学年部会（１、２年） 

    ○数字は校時 

２月の行事予定 がんばれ３年生！ 高校入試スタート 

入学説明会 
～夢実現へ向けて～ 

13日（土）にフリー参観・教育講演会（思春期

子育て講座）を行いました。参加いただいた保護

者の皆様、ありがとうございました。 

今回の教育講演会では家庭教育支援員、元中学

校の校長先生で現在本校校区の緑山町内会長を務

めていらっしゃる村山康二先生をお招きし、「中学

校期の子育てのヒント」というテーマで講演いた

だきました。 

「子供の成長の段階を踏まえつつ、子供の良い

部分を伸ばしていくために保護者として、家庭と

して子供たちにどのように関わっていくべきか」

ということについてお話しいただきました。自我

が目覚め、心も身体も大きく変化し、成長してい

く中学生期。その子供たちへの関わり方について

改めて考える機会になりました。 

 

思春期子育て講座 

「みんなが住みやすい世界へ」 


